
特記仕様書P8第2章第1節について、池の清掃は請負者です
が、対象沈殿池の水抜き、残泥処分は実施済みでしょうか。請
負者範囲の場合、他系列への場内処分とさせていただいてよろ
しいでしょうか。

　水抜き、残泥処分は未実施であり、受注者の範囲です。
　詳細は受注後の協議によりますが、他系列の池もしくは沈砂池に排水可
能です。
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質疑・回答書

告示番号 豊中市上下水道局告示第28号 件　　　　名 平成27年度庄内下水処理場水処理設備更新工事

特記仕様書P8第2章第2節について、更新対象機器は、同時期
施工が可能でしょうか。

回　　　　答質疑事項No

　処理水は提供し、対象池近傍より取水可能ですが、ホース等は受注者に
て準備してください。
　詳細は受注後の協議によります。
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　特記仕様書のとおり、鉄筋の切断は受注者の確認対象範囲です。鉄筋
については、構造を計算確認の上、補強方法を決定し、施工してください。

特記仕様書P5第1章第9節14）について、阻流壁のはつりにとも
なう鉄筋の切断は、受注者の確認の対象外と考えてよろしいで
しょうか。また鉄筋の仕舞は、ループ筋程度でよろしいでしょう
か。

特記仕様書P5第1章第11節1)について、試運転までに使用する
電力・水道等は受注者負担ですが、試運転時の水張りは、処理
水を使用させていただいてよろしいでしょうか。また処理水は対
象池近傍より取水可能でしょうか。

　同時期施工可能です。余剰汚泥ポンプについては、片側ずつ更新してく
ださい。



8
図面M-2のフローシートより、№1汚泥引抜テレスコープ弁は共
通水路に設置されていると判断しますが、更新時の制約条件が
ありましたらお聞かせください。

　№1最終沈殿池汚泥かき寄せ機と同時に更新してください。
　詳細は受注後の協議によります。
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6
特記仕様書P26第2章第3節§6の№1最終沈殿池汚泥引抜弁用
蓋の受枠は既設流用と考えてよろしいでしょうか。

　特記仕様書P28に記載のとおり、受枠は新設となります。

7
対象沈殿池の止水は、既存のゲート、角落し等で止水可能で
しょうか。

　止水可能と考えますが、漏水等ある場合は受注者にて対応願います。

No 質疑事項 回　　　　答

5
特記仕様書P25第2章第3節§4、10．P26§5、4．の防食塗膜補
修について、仕様をご教示ください。

　№３初沈横槽用覆蓋受枠部防食塗膜補修の仕様はC種となります。
　№１汚泥引抜テレスコープ弁受枠の躯体はつりによる補修については、
耐硫酸モルタルにて施工して下さい。
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9

特記仕様書P-33　6)その他に「既設ケーブルの撤去、再敷設を
含む。」と御座います。
設計書及び図面E-11より、これは機器更新のためケーブルを解
線、可とう管を更新後、再結線を行うとの考えで宜しいでしょう
か。

　ご質問のとおりです。
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